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　１月４日ＨＥＲ研修棟にて、ＳＩＣＨＥＲグループの四半期検収会が行われました。Ｓ

ＩＣは新年度が始まり３か月、ＨＥＲは今年度が残り３か月と迫る中で、それぞれの目標

や達成状況を共有、再確認する場となりました。中国では龍が天に上る様子から、古来よ

り成功や発展の象徴として縁起が良いとされています。今年の干支は辰年ということか

ら、ＳＩＣＨＥＲグループの今までの積み重ねが実を結び、さらなる発展を成し遂げる1

年にするべく、目標達成の決意を新たにしました。

　また、ＳＩＣに２名、ＨＥＲに１名の計３名の新入社員の紹介が行われ、温かい拍手を

もって歓迎しました。

　１月１８日、１９日の２日間、ＨＥＲ研修棟において、各ＦＣ・ＥＲの技術者が集ま

り、情報交換を目的としたＦＣ・ＥＲ会が行われました。

　今年度はＨＥＲ本社で行っている取り組みや、環境計量証明事業の今後の動向について

プレゼンを行い、その内容について討論する、という形で実施しました。

　技術部会の後は参加者で懇親会を行い、朗らかな雰囲気で食事を囲み、仕事の事のみに

限らず世間一般のこと等、多岐にわたって意見を交わしました。

　今後とも、ＳＩＣＨＥＲグループの各ＦＣ・ＥＲを、技術的・事業的に支援が出来るよ

う取り組んでまいります。

　１月１７日、ＨＡＴ神戸にて「ひょうご安全の日のつどい」が開催されました。災害文

化を社会に定着させ安全で安心な社会づくりを進めるために、「震災を風化させない－

『忘れない』『伝える』『活かす』『備える』」がテーマであり、ＳＩＣＨＥＲグループ

においても、このテーマに則りＥＴＳキット（トリアージ用品）、ＴＯＰレスキューＲＯ

シリーズ（災害時用浄水装置）、ＡＢＩＯＳ－１（水素燃料電池）などの防災製品を出展

しました。

　能登半島地震があったことにより、多様な方に

関心を持って訪問頂きました。防災製品のライン

ナップを拡充し、今後もＳＩＣＨＥＲグループ

は、安全で安心な社会づくりに貢献していきたい

と思います。

　１月１２日にＨＥＲにおいてＩＳＯ／ＩＥＣ１７０２５認定（試験所認定）の更新審査

が実施され、認定の継続が認められました。

　試験所認定とは、特定の種類の試験及び校正を実施する試験所の技術能力を国際的に証

明する手段の一つです。正確かつ信頼性のある試験を行う能力があることを、技術面だけ

でなく社内の管理体制なども含む、試験結果を作成するまでの一連のプロセスで評価され

ます。ＨＥＲでは環境水の化学試験に対して認定を受けています。

　今回の更新審査では、要求事項をよく理解しておりマネジメントシステムが適切に維持

されていること、試験要員の教育訓練が計画的に実施されていることで、試験に対する知

識や技術の力量が高いことが、更新審査で確認されました。

《気合ワード》

やるか？やらないか？やる ! !

出来るか？出来ないか？出来る ! !

Yesか？Noか？ Yes ! !

《基本心得》
ありがとう！ みんなの厳しい姿勢。
ありがとう！ みんなの直向な汗。ｙ
ありがとう！ みんなの元気な咲顔。

ニュース ２０２４年 Ｎｏ.１

手元、足元ヨシ！
指差確認で安全作業、

右ヨシ！左ヨシ！前方ヨシ！
で安全運転を心がけましょう。

《安全標語》
ゼロ災害

危険予知の 積み重ね

令和６年度 ＦＣ・ＥＲ会

２０２４ひょうご安全の日のつどい

ＩＳＯ/ＩＥＣ１７０２５ 更新審査

四半期検収会


